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小諸市・渡辺パイプで上信越高原国立公園（浅間山・高峰高原）の環境保全と利活用を推進

高原ウェルネスリゾート推進プロジェクト始動
～環境に配慮した多様な交通インフラ整備、雪道の安全対策強化へ～

■プロジェクトの概要

地球規模での気候変動への対応が急務となる中、浅間山や高峰高原の豊かな自然環境を次世代へつ
なぐためには、多様な機関、事業者とのパートナーシップで課題を解決していくことが求められています。
小諸市は、2025年までに環境に配慮した多様で利便性の高い交通インフラ整備を進め、より多くの旅行
者を受け入れる環境を整備しつつ、温室効果ガス削減に努めます。
また、雪道の安全対策強化や火山防災設備・登山道整備により、旅先での事故やそのリスク軽減による
満足度向上とリピーター増加につなげてまいります。

１ 環境に配慮した多様で利便性の高い交通インフラ整備
①Eバイク（電動アシスト付き自転車）のレンタル充実、貸出スペースの改修、ガイド養成、
②路線バス、定期観光バス等の運行支援、③主要観光施設等へのEVスタンド設置
２ 雪道の安全対策強化
①ライブカメラ映像配信、②融雪剤散布機の機能向上、③電光掲示板の新設
３ 登山道整備・環境配慮型トイレの機能強化
①火山館周辺整備、②火山防災設備更新、③エスケープルート整備

長野県小諸市（市長：小泉俊博）は、上信越高原国立公園（浅間山・高峰高原）の環境保全と利
活用により、高品質、高付加価値なアクティビティや食の体験を（一社）こもろ観光局や地域の事業者とと
もに強化し、滞在者のココロとカラダを癒す通年型の高原ウェルネスリゾートを目指しています。
この度、渡辺パイプ株式会社（東京都中央区、代表取締役社長 渡辺 元）から企業版ふるさと納税の申
し出があり、新たに「高原ウェルネスリゾート推進プロジェクト」を立ち上げます。

差替え予定



■小諸市及び事業推進パートナーよりコメント

小諸市長 小泉 俊博
人間は、自然と共生してきました。私は、保護するために規制をするのではなく、自然の中で活動するからこ
そ、自然のためになることをしていきたいと考えています。高原ウェルネスリゾート推進プロジェクトの立上げの
後押しをしていただいた渡辺パイプ様に改めて感謝申し上げます。

渡辺パイプ株式会社 代表取締役副社長 渡辺 圭祐
弊社の事業ドメインは、水・住まい・農業です。これらを中心とした日本の「生活インフラ」をつなぎ、「ゆたか
な暮らし」に貢献することを使命としています。本プロジェクトの推進は、わたしたちの理念や目標である地域
と共生できる環境づくり、「ゆたかな暮らし」をつなぐことにもなると考え、この度、企業版ふるさと納税を通じた
寄付を決定いたしました。事業パートナーとして、小諸市をご支援してまいりたいと考えております。

■小諸市
小諸市は、長野県東部に位置し、北に雄大な上信越高原国立公園（浅間山・高峰高原）、南西部に
千曲川が流れる自然豊かな高原の城下町です。人口は41,839人（令和３年10月）、東京から約
150ｋｍ、電車で１時間30分とアクセスが良好な地域です。年間を通じて雨の日が少なく、国内屈指の
晴天率を誇ることからも本市には、訪れる方を魅了する四季折々の観光資源があふれています。
本市は、目指すべき将来像に「小諸版ウェルネス・シティ」を掲げています。環境、観光、社会基盤などあら
ゆる政策分野におけるウェルネス（健全で健康な状態）を目指すこと、「サードプレイス」の概念を掛け合わ
せることで、市民はもちろん、旅行で訪れる人、仕事でかかわりのある人、ふるさとがある人などあらゆる人へ
「癒し」や「感動を与えられる」まちを目指しています。さらに、持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成に
向けて、市の各施策へ紐づけ、実効性を高めてまいります。

■渡辺パイプ株式会社
人々の豊かな暮らしと笑顔を支えるため、水・住まい・農業の事業領域で生活インフラをつなぎ、元気で快
適な生活環境を提案しています。管材や住設、電設、建材など生活インフラに関わる資材をワンストップで
取り扱う水と住まいの事業、グリーンハウスから栽培システム、営農サービスにいたるまでの開発・販売を行う
グリーン事業。渡辺パイプは、その両輪を中心に生活インフラをつなぐ「パイプ役」を目指します。
2019年には、長期ビジョン「SEDIA2030宣言」を発表。社員・お客さま・社会のために、生活インフラをつ
なぐパイプ役を目指すべく、より積極的に事業に取り組んでいます。
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渡辺パイプ株式会社 経営企画室 広報・社長室グループ 野呂
TEL: 03-3549-3076   / E-mail：kouhou@sedia-system.co.jp

二次交通、アクティビティの両面から期待。Eバイク
（電動アシスト付き自転車）の拡充。ガイド養成。

雪道の安全対策強化のためのライブカメラ実証実験を
近日開始予定。本格運用は、2022.4月以降。


